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静岡市地域公共交通計画（検討中）に関する
意見交換について

静岡市 交通政策課 企画係

資料２
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１．地域公共交通計画の概要版についての意見交換

２．スケジュールの確認

意見交換内容

＜計画策定までの現在の状況＞

放向性
決定

目的
目標
の決定

実施
施策
の決定

モニタリ
ング手法
の決定

計画(案)
作成

課題の
整理

現在地
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計画概要版

※詳細は別紙参照

公共交通の現状、課題

計画の方向性

計画の構成

目的、目標

実施施策

指標
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概要版 補足 （都市公共交通）

施策

公共交通の役割１
“公共交通で、乗り
合って”移動しやすく、
選ばれやすい移動手段
となる。

公共交通の役割１
“公共交通で、乗り
合って”移動しやすく、
選ばれやすい移動手段
となる。

公共交通の役割２
都市機能を支える輸送
手段として、便利な公
共交通を運行する。

公共交通の役割２
都市機能を支える輸送
手段として、便利な公
共交通を運行する。

公共交通利用の魅力を増やす
１．走行環境改善

２．サイクルアンドライド施設整備

３．待合施設整備

４．免許返納者への特典の提供

いまあるサービスを使いやすくする

事業効率を高める

６．効率的な輸送手段の検討、導入

５．運転士確保支援

８．バリアフリー化

９．基幹的バス路線の明確化

１０．行政主導の公共交通ワンストップサービスの実現（MaaS）公共交通の役割３
効率的で環境負荷低減
に寄与する先進的な移
動手段となる。
（公共交通のGX・DX
推進）

公共交通の役割３
効率的で環境負荷低減
に寄与する先進的な移
動手段となる。
（公共交通のGX・DX
推進）

先進的なモビリティの活用
１１．環境負荷低減に資する公共交通の実現

１２．自動運転研究

１３．タクシー配車アプリの活用

１４．シェアサイクルの活用

目指すまちの実現のために…

目標

７．オープンデータ化
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概要版 補足 （都市公共交通）

施策

５．運転士確保支援 （継続施策） 【鉄道、バス、タクシー、行政】

事業効率を高める

＜目的＞
持続的な公共交通の運行に向け、継続的な運転士確保に向けた支援を実施

＜内容＞
・新規運転士採用の説明会の実施
・２種免許取得の支援
・乗務体験会の実施

＜役割＞
行政：説明会の支援
鉄道、バス、タクシー：説明会の実施
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概要版 補足 （都市公共交通）

施策

６．効率的な輸送手段の検討、導入（新規施策） 【バス、行政】

＜目的＞
運転士不足に伴う供給量を改善するため、効率的で大量輸送可能な輸送手段を検討し導入します。

＜内容＞
・連節バス車両の導入

＜役割＞
行政：導入支援
バス：導入検討

事業効率を高める

旅客乗車定員：79人

旅客乗車定員：１１８人
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概要版 補足 （都市公共交通）

施策

１１．環境負荷低減に資する公共交通の実現 （継続施策） 【鉄道、バス、行政】

先進的なモビリティの活用

＜目的＞

公共交通の運行自体における環境負荷低減を図ることや、マイカーによる個別移動から公共交通による集団移動に転換を
図ることで、温室効果ガスの削減に公共交通事業が貢献する。

＜内容＞
・公共交通利用促進（イベント等）の実施 ※参照

・ クリーンエネルギー車両（ＥＶバス等）の導入・運行
・モビリティ・マネジメントの推進による公共交通利用意識の醸成

＜役割＞ 行政：事業者の実施を支援する。教育分野におけるモビリティ・マネジメントの実施。

交通事業者：公共交通利用促進の実施。クリーンエネルギー車両の導入・運行。

※COOL CHOICE in Shizuoka の様子
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概要版 補足 （都市公共交通）

施策

１３．タクシー配車アプリの活用 （新規施策） 【タクシー、行政】

先進的なモビリティの活用

＜目的＞
タクシーの供給力を向上させるためアプリを活用し、配車の自動化及び、共同配車により車両の供給力を向上させます。

＜内容＞
配車アプリの導入、活用

＜役割＞

行政：導入支援
タクシー：配車アプリの導入検討

アプリ活用イメージ
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概要版 補足 （生活支援交通）

役割１
マイカーが無くても生活
に不可欠な活動ができる
移動手段を提供する。

最適な運行形態を選択し、
役割２
最適な運行形態を選択し、
効率性が高い交通手段と
なる。

目標
最低限度の活動機会の確保

１．活動機会確保水準を満たす必要十分なサービスの提供

２．移動販売・小さな拠点整備との連携による効率的な生活

支援システムの構築

事業効率を高める

住民主導で地域の交通を確保

８．地域主体の交通サービスの推進

役割３
地域が自ら必要な交通手
段を運行する。

目標

５．運行状況のモニタリング

６．目的に適した効率的なサービスへの見直し

７．効率的な輸送手段への見直し、他事業との連携

目標

いまあるサービスを使いやすくする
３．乗り継ぎ保障の実施、改善

（生活支援交通と都市公共交通の乗り継ぎ）

４．静岡市公共交通ワンストップサービスへの組み込み（MaaS）

目指すまちの実現のために…
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概要版 補足 （生活支援交通）

施策

８．地域主体の交通サービスの推進 （新規施策） 【行政】

事業効率を高める

＜目的＞
運転士不足に対応するため、地元の人によるコミュニティバス
運行の導入を推進します。

＜内容＞
地域主体バスの制度の活用

＜役割＞
行政：制度の活用の推進、立上げ支援
バス：地域主体バス切り替え路線の情報共有
市民：運行計画の作成、積極的な利用

鉄道駅
郊外部

山間部

廃止路線は
地域主体バス

地域拠点
（移動販売）

５．運行状況のモニタリング（新規施策） 【行政】

＜目的＞
運行に係る費用や乗車人数等を公表し、市民に公共交通の理解を深めます。

＜内容＞
自主運行バスや補助に係る費用、乗車人数等の公表

＜役割＞
行政：各種データの公表
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スケジュール

本日



何もしない場合
に想定される姿

目指すまちの姿
（目標）

【まちづくりと交通】

都市
商業
福祉
観光
ほか

各種計画

交通
政策

移動サービスは単なるサービスではなく重要な社会資本

これからは…
公共交通を単体でサービス改善を考えるのではなく、
「目指すまちの姿」や「市民の暮らしの満足」へ導くための
手段の１つとして効果的に機能する公共交通を運行する

計画の方向性

静岡市地域公共交通計画の課題、方向性（前回の振り返り）
公共交通の課題等

公共交通サービス低下

交通事業者の
収益悪化

負のスパイラル

公共交通利用者の減少
自動車利用者の増加

公共交通事業を改善
させることを目的

●従来の市の交通政策

・コンパクトなまちづくりと
効率的な交通ネットワーク

・公共交通の利用促進

※取組主体は事業者
市の施策は交通事業者支援
（運行費助成等）が中心

（地域公共交通網形成計画）

＜加えて＞
・深刻化する運転手不足
・働き方改革（２０２４年問題）

労働力の問題は、
財政支援では解決できない
従来の事業者主体の取組だけでは対応が困難

路線バス

郊外・山間地 → 交通空白地拡大
都市部 → 大幅な減便

タクシー

未配車件数の増加

地域経済、市民生活に
深刻な影響が出る

このまま
だと

第４次
総合計画

都市部の目指す姿
集約連携型都市

山間部の目指す姿
暮らし続けられる
オクシズ

目指すまちと
暮らしの姿

・都市活動、生産性向上
・ウォーカブル推進

・生活利便性向上

・生活で必要な交通サービスの確保
・効率的な交通サービスの接続 など

【郊外・山間部での役割】
・ｳｫｰｶﾌﾞﾙに資するモビリティマネジメントの推進
・必要な機能へのアクセス性向上 など

【都市部での役割】
目指すまちづくりに貢献公共交通の役割

資料２ 別紙2-1

【計画の方向性イメージ】



役割１
・“公共交通で、乗り合って”移動しや
すく、選ばれやすい移動手段となる。
（公共交通分担率の維持・向上）

役割２
・都市機能を支える輸送手段として、
便利な公共交通を運行する。

（公共交通の利便性向上）

役割３
・効率的で環境負荷低減に寄与する先
進的な移動手段となる。

(公共交通のGX・DX推進）

静岡市地域公共交通計画の概要（案）

・一つ、公共交通自体の事業改善を目的とするのではなく、「目指すまちの姿」や「市民の暮らしの満足」へ導くための手段の１つとして効果的に機能する公共交通を提供します。

・一つ、手段としての公共交通は、「都市交通」ではまとめて運ぶ効率的な交通手段であること、「生活支援交通」では主に郊外・中山間地のマイカーを自由に利用できない市民の生活の質を確保する手段である

こと、というように、その役割の違いを適切に捉え、それぞれを大別して政策を行います。

・一つ、運転士不足という資源制約を重要視し、「都市交通」では交通事業者が公共性と事業性の両面で活躍することを行政が支えます。 「生活支援交通」では行政の責務として住民の生活に不可欠な活動機会を

確保するとともに、地域が自らのために実施する交通を共に創ります。

都市公共交通

• 世帯あたり自家用乗用車保有台数
• 市内鉄道駅乗降客数
• 都市バス路線利用者数

交通円滑化

• 静岡駅+新静岡駅乗降客数
• 清水駅+新清水駅乗降客数

まちづくり

• バス旅行速度
• ICカード決済比率
• 都市バス検索システムユーザー数

暮らし

• 市内鉄道駅乗降客数
• 都市バス路線利用者数
• 運輸部門CO2排出量 等

環境

• 活動機会が確保されている地区の割合
• 実車走行キロ当たり経費の最高値
• 輸送人キロ当たり経費の最高値
• 地域主体バスの1日当たり利用者数

生活支援交通

役割１、２として
○走行環境改善（バスカットの改善)
〇待合施設整備（ベンチや上屋などの設置）
〇効率的な輸送手段の検討、導入
〇運転士確保支援 など

役割３として
○環境負荷低減に資する公共交通の実現
〇タクシー配車アプリの活用
〇自動運転研究 など

…

まちづくり
－urban developmentー

交通円滑化
－ease traffic congestionー

暮らし
－livingー

環境
－environmentー

交通渋滞に悩まされず、
行きたい場所へスムーズ
に移動できる

人が賑わい、経済活動が
活発に行われる中心市街
地がある

クルマを持たなくても、
便利に生活できる

環境保全に先進的であり、
住んでいるまちに誇りが
持てる

住み慣れた場所で、これからも住み続けるために、
生活に不可欠な活動が満足に行うことができる

暮らし－livingー 役割１
・マイカーがなくても生活に不可欠な活動が
できる移動手段を提供する。

役割２
・最適な運行形態を選択し、効率性が高い
交通手段となる。

役割３
・地域が自ら必要な交通手段を運行する。

役割１、２として
○活動機会確保水準を満たす必要十分なサービスの提供
○乗り継ぎ保障の実施
○運行状況のモニタリング（行政支出額の公表） など
役割３
○地域主体バスの推進

「通学」･･･毎日、時刻通りに小中学校･高校へ通える。
「買い物」･･･毎週２回、最寄りのスーパーへ行ける。
「通院」･･･平日週３回、最寄りの診療所へ行ける。
「行政手続き」･･･月１回、最寄りの市民ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰへ行ける。
「預金引出し」･･･月２回、最寄りの金融機関窓口へ行ける。

将来の公共交通イメージ

関連分野:都市

関連分野:福祉、教育

関連分野:都市、経済、観光

関連分野:環境

関連分野:中山間地、福祉、観光

計画期間 R７年～R１２年（６年間）

※毎年進捗管理を行い、実効性を担保する

※毎年進捗管理を行い、実効性を担保する社会一体で対応
事業者の役割:質の高いサービスの提供
市民の役割 :モビリティマネジメントの推進
行政の役割 :事業者、市民と伴走する

資料２ 別紙２-2


